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流
行
を
追
う
の
で
は
な
く
二
十
一
世
紀
初
頭
の
今
か
ら
も
影
響
を

持
ち
続
け
る
二
十
世
紀
の
思
想
家
に
よ
る
様
々
な
哲
学
的
考
察
の
所

在
を
探
る
事
、
全
体
的
な
知
を
指
向
し
て
い
な
く
て
も
そ
れ
ら
の
考

察
に
通
底
す
る
隠
れ
た
共
通
の
課
題
を
探
る
事
、
通
常
哲
学
と
は
言

わ
れ
て
い
な
い
領
域
に
息
づ
く
哲
学
的
考
察
を
探
る
事
、
こ
の
様
に

冒
頭
で
説
明
さ
れ
て
い
る
論
集
の
企
画
意
図
は
散
発
的
で
は
あ
る
が

各
論
文
の
中
に
読
み
取
れ
る
。
全
体
は
言
語
圏
毎
に
便
宜
上
三
つ
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
ロ
マ
ン
ス
語
圏
で
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ラ
ク
ー

＝
ラ
バ
ル
ト
と
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ナ
ン
シ
ー
の
政
治
的
な
も
の

と
哲
学
の
役
割
お
よ
び
哲
学
の
終
焉
に
関
す
る
両
者
の
思
想
の
分
岐

点
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ン
リ
の
生
の
現
象

学
と
木
村
敏
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
と
マ

ッ
シ
モ
・
カ
ッ
チ
ャ
ー
リ
と
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
と
ロ
ベ
ル

ト
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
個
別
的
に
踏
み
込
ん

だ
哲
学
的
考
察
が
窺
え
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
バ

ー
マ
ス
と
ニ
コ
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
と
ハ
ン
ス
＝
ゲ
オ
ル
グ
・
ガ
ダ
マ

【
図
書
紹
介
】

『
21
世
紀
の
哲
学
を
ひ
ら
く 

― 

現
代
思
想
の
最
前
線
へ
の
招
待
』

（
齋
藤
元
紀
・
増
田
靖
彦
編　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
一
六
年
）

古
屋　

俊
彦

ー
に
よ
る
実
践
哲
学
の
論
争
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
ア
レ

ゴ
リ
ー
思
考
と
ハ
ン
ス
・
ブ
ル
ー
メ
ン
ベ
ル
ク
の
メ
タ
フ
ァ
ー
学
、

テ
オ
ド
ー
ル
・
ア
ド
ル
ノ
と
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
バ
ー
マ
ス
と
ア
ク
セ

ル
・
ホ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
承
認
論
の
批
判
的
継
承
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
哲
学
的
考
察
の
特
異
性
を
論
争
的
に
そ
し
て
実
際
の
論
争

や
批
判
を
通
し
て
継
承
す
る
様
子
が
窺
え
る
。
英
語
圏
で
は
ス
タ
ン

リ
ー
・
カ
ヴ
ェ
ル
に
よ
る
日
常
言
語
と
文
学
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
に

よ
る
音
と
音
楽
、
ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
に
よ
る
性
の
多
様
性
、

コ
ー
ラ
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
よ
る
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
倫
理

学
、
フ
レ
ー
ゲ
と
ラ
ッ
セ
ル
と
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
、
ド
ネ
ラ
ン
と
ク
リ

プ
キ
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
と
タ
ル
ス
キ
、
カ
プ
ラ
ン
と
パ
ト
ナ
ム
、
チ
ャ

ル
マ
ー
ズ
ま
で
の
言
語
哲
学
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
領
域
に

特
に
言
語
活
動
の
中
に
掘
り
起
こ
さ
れ
た
哲
学
的
考
察
が
窺
え
る
。

か
つ
て
あ
ら
ゆ
る
学
問
が
哲
学
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
次
第
に
対
象
を

限
定
し
て
成
果
を
上
げ
る
研
究
分
野
は
哲
学
で
は
な
い
事
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
学
問
の
全
体
構
想
は
哲
学
の
仕
事
だ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
も
挫

折
し
て
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
哲
学
に
は
特
別
な
役
割
な

ど
無
か
っ
た
様
に
も
思
え
て
く
る
。
そ
ん
な
時
に
改
め
て
哲
学
の
地
道

な
役
割
を
突
き
止
め
る
仕
事
は
一
見
む
な
し
い
。
だ
が
意
外
に
出
て
く

る
も
の
な
の
だ
。
散
発
的
で
は
あ
っ
て
も
確
実
な
哲
学
の
役
割
を
今
こ

そ
掘
り
起
こ
す
べ
き
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
の
は
、
こ
の
論
集
に
執
筆
し

て
い
る
哲
学
研
究
者
が
諦
め
て
い
な
い
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。


